
町のイメージキャラクター

百合若 はなちゃん緑丸

平成31年1月末現在の
人口の動き

●人口　 14,114人（前月比−29人） 男 7,047人（−29人） ●外国人人口 229人（前月比＋18人）男 109人（＋10人）女 120人（＋8人）
　（外国籍除く） 　（前年比−51人） 女 7,067人（±0人） ●世帯数 4,714世帯（外国人のみの世帯含む）

March  No.5123広報せいろう
2019

　１月 26日（土）、亀塚集落の伝統行事「亀
かめづかねり

塚練馬
ば

」が盛大
に行われました。
　亀塚練馬は、享保４年（1719 年）から続き今年で 300 年
になる町の無形民俗文化財で、巨大なしめ縄（練馬）を、数え
年で 19歳と 42歳になる男性が担ぎ歩き、最後に諏訪神社に
奉納する勇壮な行事です。
　「いっぽんなれや！」の掛け声とともに威勢よく練馬を押し
上げながら約１時間かけて練り歩き、無事に神社へ奉納しまし
た。大役を果たした担ぎ手たちの清々しい笑顔が印象的でした。

亀塚練馬　盛大に開催
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■事業内容　　　　
　中学３年生以下のお子さんを養育する保護者に「聖籠町子育て応援パスポート」を交付します。
　平成 31 年４月より、協賛店で提示することで、商品の割引や特典の付与などのサービスが受けられます。
　なお、この事業は、新潟広域都市圏連携協約に基づく、「連携中枢都市圏」の対象事業です。聖籠町内の
協賛店だけでなく、新潟市の「にいがたっ子すこやかパスポート協賛企業」、田上町の「子育て応援カード
協賛店」でもご利用できます。

■子育て応援パスポート（以下、「パスポート」）　　
【交付対象者】
中学３年生以下のお子さんを養育する保護者
※ １世帯につき１枚の交付となります。

【パスポートの交付】
　平成 31 年３月１日時点で聖籠町に住民登録されてい
る場合は、郵送または保育園・学校・こども園・中学
校を通じて交付します（手続きは不要です）。
　それ以降で、転入・出生により対象となった場合は、届出の際、子ども教育課の窓口で交付します。

【パスポートの利用にあたって】
・パスポートの裏面には、中学３年生までの子どもを養育する保護者と同一世帯のご家族の氏名を記入して

ください。
　なお、パスポートの利用は、裏面に氏名が記載されている人に限ります。
・パスポートを他人に譲渡、貸与することはできません。
・サービス内容は、随時変更となることもあります。また、協賛企業・店舗によっては親子で一緒のときの

み利用できる場合もあります。ご利用にあたっては、最新のサービス内容をあらかじめご確認ください。
・パスポートは必ずご持参ください。その場でご提示いただかないと、サービスを受けることができませ

ん。「会計前（工事前）にご提示ください」などの指定に沿って、忘れずにご提示ください。

【再発行】
　　パスポートを紛失した場合は、ご本人またはご家族からの申請により、子ども教育課の窓口で再交付し
　ます。

聖籠町子育て応援パスポートを交付します！

　町では、安心して子どもを産み、子育てに喜びが持てるようなまちづくりの一環として、「子育て応援パ
スポート事業」を実施します。これは町内の事業所の皆様のご協力をいただきながら、地域全体で子育てを
応援し、子育て世帯の経済的負担の軽減を図ることを目的に実施する平成 31 年度新規事業です。
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■協賛店舗　　　　
　協賛店は、次の卓上ポップまたはステッカーが目印です。町外での利用の場合も、当該市町民と同様の
サービスを受けることができます。

■協賛店舗・施設を募集します　　　
　町では、地域社会全体で子育て家庭を支援していくために、子育て家庭に様々なサービスを提供
していただける協賛店舗・施設を募集しています。

【協賛店のメリット】
・「子育て応援パスポート協賛店」卓上ポップを配布します。レジなどで掲示することでＰＲが

できます。
・聖籠町のホームページで協賛店舗として紹介いたします。

【協賛店舗などでの特典】
　特典やサービス内容は、各店舗で独自に設定していただいてかまいません。
　サービスの提供日を限定することも可能です。
（特典・サービスの具体例）
・商品の割引
・お買い上げの方にポイント割増進呈
・お連れのお子様にドリンク一杯を無料サービス
・お連れのお子様へお菓子などをプレゼント
・親子でご来店の場合10%割引

【お申し込み方法】
　申込書に必要事項をご記入の上、子ども教育課までご提出ください。郵送、ＦＡＸまたはＥメ
ールでもお申し込みいただけます。
≪郵　　送≫　〒 957-0192　聖籠町大字諏訪山１６３５番地４
　　　　　　　聖籠町役場　子ども教育課　子ども・子育て支援係
≪Ｆ Ａ Ｘ≫　０２５４－２７－２１１９
≪Ｅメール≫　e-kodomo@town.seiro.niigata.jp
詳しくは町ホームページをご覧ください。

（http://www.town.seiro.niigata.jp/kyouiku/form17kyousanten.html）

お問い合わせ　子ども教育課　子ども・子育て支援係（内線３０６）

最新の協賛店・サービス内容は、こちらから
●聖籠町「子育て応援パスポート事業」
　（http://www.town.seiro.niigata.jp/kyouiku/17passport.html）

聖籠町子育て応援パスポート協賛店

新潟市すこやかパスポート協賛店

田上町子育て応援パスポート協賛店
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私たちの町の「健康」を考えよう
～ 健康寿命の延伸（生涯健康に暮らせるまちづくり）をめざして ～

1人当たり医療費 100人当たり受診率
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総費用額 総件数
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糖尿病（亀代小学校区）

円
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【聖籠町国民健康保険医療費より】
・糖尿病医療費を小学校区別で比べると、山倉学区では年齢とともに医療費・受診率ともに増加し、蓮野学

区・亀代学区では 20 歳代の若い年代の発症があります。さらに蓮野学区では、40 歳代・50 歳代の勤労
世代の医療費が高いことが心配されます。

・聖籠町では、糖尿病の若年化が見られ、糖尿病が原因の腎不全も増加しています。

糖尿病の重症化は、全身の血管を痛め、

「脳血管疾患」や「糖尿病性腎症」な

どの「腎臓病」の発症リスクを高めま

す！！なんとか予防するためには・・・

平成 30年度糖尿病教室
「今日からできること満載塾」

町健診・国保人間ドックの受診者で、糖代謝異常のあ
った方を対象に教室を開催しています。
自分の健診結果や医療機関での検査のデータをきちん
と知ること、飲んでいる薬の特徴を知り上手に付き合
うこと、栄養や運動の必要性をしっかり学ぶことなど、
仲間同士で取り組むことで励みとなっています。
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平成 30年度
働き盛り男性訪問事業第Ⅱ期より� 働き盛り年代の暮らしって

どうなっているのかな…？
働き盛りの声を一部紹介します

働き盛り年代の糖尿病重症化の背景には、アル
コールや食生活、働き方やストレスなど様々な
要因が関連しています。若年者や働き盛り年代
で重症化してしまうことは、労働や経済面にも
結び付き、家族全員の暮らしに大きく影響しま
す。他人ごとではなく、家族のみなさん・地域
のみなさんで考え、重症化を防ごう！

今年度は蓮野学区の 48・49 歳になる男性を対象に訪問させて
いただきました。お仕事のことや健康のことなど多くの貴重な
話をいただきました！ご協力ありがとうございました。

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）保健師・管理栄養士　☎２７－６５１１

食生活・嗜好品
休肝日はない
毎日酒２合、たばこ１箱はやめられない
好きな物を好きなだけ食べる
コーヒーも甘いものを選ぶ
現場だと夏場は暑くて食べられない
なんでも醤油をかける
野菜不足
ストレスがたまると、アルコールに逃げる

家族の思い
老後のことは考えてほしいけど、今が精いっぱい
なのだろうな…
若手は大事な時期なので、倒れたら大変
丈夫でいてほしい
体のこと、お酒のことなどは言うけど、家族が言
うと、嫌がる

健康面・からだのこと
ここ２年くらい健診受けてない

「血圧高くなったー」と職場で話題になる
昔に比べると体重 10kg 増加
血糖値は年々高くなってきていると感じる
がんが見つかったら怖いから検診は受けない

家族のこと・地域のつながり
同級生とは交流ないなー
家族と、こどもと一緒に過ごすのが楽しみ
娘に一切口をきいてもらえない
妻に対し「俺より先に死なないでくれよ」

労働・仕事のこと
仕事のストレス大
疲れが取れない
このまま給料が上らないと困る
年齢とともに夜勤がしんどくなってきた
昇進して立場が上がるとまたいろんなストレスが・・・
家族を養うために今のままで頑張るしかない
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服装 普段よりだらしなく見える

姿勢 前屈姿勢になりがち

振る舞い
緩慢、自発性に乏しい

落ち着きがなくイライラしている

表情 苦しそうな・悲しそうな・憂鬱そうな

話し方 口数が乏しい、声が小さい

話の内容 悲観的、否定的

　聖籠町は、悲しいことに自殺をする人が多く、年によっては
県内でも上位になることもあります。
　過去 30 年間の月別自殺者数をみると、３月から５月にかけて
自殺者数が多いのが特徴と言えます。
　春は、進学や就職・転勤・退職など職場環境・家庭環境の変
化が多い時期です。環境や生活の変化に伴い、「からだ」だけで
なく 「こころ」も疲れをためやすい「電池切れ」の状況といえ
ます。この疲れが適切に処理できないと、最悪な場合、大切な
命を自ら断ってしまうことにつながることもあります。
　自分だけでなく、周りの人のいつもと違う変化に早めに気づき、寄り添い、時に専門職に相談することも
自殺予防の第一歩。大切な人の悩みに気づき、社会全体で自殺を防ぎましょう。
【相談先】

■ 保健福祉課（町保健福祉センター内） ☎０２５４−２７−６５１１
■ 新潟県新発田地域振興局健康福祉環境部 地域保健課 ☎０２５４−２６−９１３３
■ 新潟県下越地域いのちとこころの支援センター ☎０２５４−２８−８８８０
■ 新潟こころの相談ダイヤル ☎０５７０−７８３−０２５
■ 新潟県ホームページ　http://www.pref.niigata.lg.jp　⇒『新潟県心のセーフティーネット』で検索

月別自殺者数（平成元年～平成30年12月）
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3月は「新潟県自殺対策強化月間」です

（健康せいろう 21計画　緑丸の健康 10か条より）

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎ 27－ 6511

こころが軽くなる言葉づかいの工夫
ストレスを溜めない日常生活の工夫

こころの不調な方があなたの近くにいたら…身近な人の
変化に気づく
目を…

外見から推定されるうつ状態

ちょっとした考え方のクセはありませんか？
言葉づかいを考えてみましょう！
　①「いつも～」
　　　いつも失敗する → 今回は失敗した
　②「絶対に～」
　　　絶対にダメだ → ダメだった事もある
　③「みんな～」　　
　　　みんなと合わない → ○○さんとは合わない

● 周囲の人にできる一番のサポートは、うつ病が
単にこころの問題ではなく、治療が必要な病気
であることを理解すること。

● 「頑張って」は逆効果。
● 考えや決断を求めない。
● 「睡眠」が大切。ゆっくり休ませる。
● 病院、医院に付き添う。
● 薬の服用を確認。
● 周囲の方も一人で悩まず、専門職等に相談する。

● 一日一個よかった事を思い出そう
● 規則正しい生活を送ろう：睡眠 / 三度の食事 /
　 定期的な内服
● 仕事のない人も一日一回の外出をしよう
● 一日に家族を含めて三人以上と話そう
● 心身をリラックスする時間をもとう
● 家族や友人等と楽しい雰囲気で食事をしよう
● 簡単でも良いから日記をつけよう

心
あなた
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利用する際は利用規約をよく理解し、慎重に！

消 費 生 活消 費 生 活

役場町民課
消費生活センター

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

101
3月

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

件数 主な相談内容
4件 架空請求ハガキ

迷惑メール、国民年金
インターネットで投資

◆フリマアプリなどのフリマサービ
スでの商品売買は個人間取引（購
入者と出品者の双方が消費者個
人）です。トラブルは当事者間で
解決を図ることが求められます。

◆当事者間で話し合っても、運営事
業者に相談しても交渉が進まない
場合は、問題点の整理を行うため
消費生活センター（☎ 27 － 1958）
に相談しましょう。

 子どもサポート情報より

光回線サービスの乗換えは慎重に！
「今より料金が安くなると言われたのに、かえっ
て高くなった」「乗換え後、ＮＴＴに戻そうと
したが、電話番号が変わってしまう」など、光
回線サービスの乗換え（転用）に関する相談が、
依然として寄せられています。

対　策
・光コラボ事業者との契約を解除し、再度別会

社と契約する場合は、違約金が発生したり、
電話番号が変わる可能性があります。

・現在の契約内容をしっかりと理解した上で「新
たにどの事業者とどのような内容の契約を結
ぶのか」、「自分に必要な契約か」、「後で別会
社と契約する場合に不都合がないか」など、
慎重に検討することが重要です。

フリマサービスは個人間取引です

　不審なはがきやメールは『無視』です。
　もし電話すると、訴訟取り下げ費用など
と称して代金を要求されます。一度払うと、
さらに高額の支払いを次々に要求されます。
ご注意！

『架空請求』絶対にだまされないで！『架空請求』絶対にだまされないで！ １月相談受付状報

「くらしの危険」

取り扱いを誤ると色々な事故につながります。

●残り火による事故
ライターを使用後、衣服のポ
ケットに入れていたところ、
衣服が燃えてやけどを負い、
病院で死亡した。

●車内に放置して事故
ライターを自動車内に置いて
いたら爆発した。午前 9時こ
ろから午後 1時くらいまで車
の中に放置していた。

� くらしの危険№ 339より

ライター
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区分
年

1月
発生件数 死者数 傷者

平成31年 2 1 1
平成30年 1 0 1
増　減 1 1 0

　平成 30 年の聖籠町内における交通事故発生件数は 32 件で前年より１件減少、
負傷者数は 39 人で前年より３人増加しましたが、死者数ゼロを達成することが
できました。これも町民一人ひとりの交通安全に対する心がけと関係団体にご尽
力をいただいているお陰と感謝申し上げます。
　また、１月８日（火）、新発田市交流センターで、新発田地区の交通安全関係機関・
団体が交通安全祈願・出初式を開催し、交通安全指導員 22 人が規律訓練を行い、
新発田市交通安全指導員が代表して交通安全宣言を行いました。
　平成 31 年も決意を新たに、１件でも交通事故が減少するように新発田地区交
通安全協会聖籠支部・町交通安全母の会・町交通安全指導員が警察と新発田交通
安全協会と連携を密にし、町の交通安全を呼びかけていきますので、ご理解、ご
協力をお願いします。

　１月 17 日（木）蓮野、18 日（金）蓮潟、21
日（月）亀代の各こども園で１３８名の保護者
に交通ルールとシートベルト・チャイルドシー
ト着用の重要性を呼びかけました。
　シートベルトやチャイルドシートは、交通事
故の衝撃から命を守ってくれる「命綱」です。
車に乗ったら、かわいい子どもたちの命を守る
ために必ず全座席でシートベルト・チャイルド
シートを着用し、カチッとベルトを締めてあげ
てください。

　交通災害共済制度は、皆さんが交通災害にあった場合に見舞金を支給する事業として、県内の全市町村が共同
で運営しています。通勤・通学から県外旅行までの幅広い交通災害が対象になります。万一の事故に備えて家族
そろっての加入をおすすめします。

【会　　　　費】　　一人あたり年額５００円
【共 済 期 間】　　毎年４月１日～ 翌年３月 31 日まで
【加 入 手 続】　　加入申込書に必要事項をご記入のうえ、役場生活環境課、または、お近

くの金融機関（郵便局は除く）で随時申し込みができます。
【見舞金の請求】　　見舞金の請求は、事故発生日から１年以内です。運転免許証・交通災害

共済会員証・交通事故証明書・医師の診断書（組合所定の診断書）など
が必要となります。詳しくは生活環境課までお問い合わせください。
※ 万一事故にあったら、必ず警察へ届け出てください。

交通安全に関することは
役場生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.202

今日も一日交通安全

町の交通事故発生状況

交通安全祈願を行う西脇町長

亀代こども園の新入園児保護者会

宣言文を読み上げる代表指導員

交
通
事
故
防
止
対
策

に
務
め
ま
す
！

今日も一日交通安全！

みなさん、ゆとりをも

ち、交通事故にあわな

いように気をつけてね。

平成31年交通安全祈願・出初式開催

平成3１年度新潟県交通災害共済　
　　　交通事故に備えて加入受付中!!　

３月はシートベルト・チャイルドシート着用強化月間
カチッとベルトパーフェクト運動

平成30年1月～12月まで死亡事故ゼロ達成！

３月中に申し込ま

れることをお勧め

します。
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　住所の異動がある方は、住民基本台帳法に基づき、転出・転入の手続きをする必要があります。上下水道やご
み処理、道路・公園の整備などの役割は、住んでいる市区町村が担っています。住民票は、こうした行政サービ
スや選挙人名簿への登録などにつながる大切な情報ですので、忘れずに手続きをしましょう。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課

１
月
17
日
（
木
）

■
防
災
力
向
上
に
係
る

　
　
　
　
　
連
携
協
定
を
締
結

　

相
互
に
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
双

方
の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
防
災
・
減

災
に
資
す
る
た
め
、
損
害
保
険
ジ
ャ

パ
ン
日
本
興
亜
（
株
）
と
「
防
災
力

向
上
に
係
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

本
協
定
に
基
づ
き
、
災
害
時
な
ど

に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
情

報
収
集
や
防
災
意
識
の
向
上
な
ど
に

つ
い
て
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本

興
亜
（
株
）
と
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

子
ど
も
教
育
課

１
月
23
日
（
水
）

■
第
１
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
定
例
会
開
催

・
聖
籠
町
立
学
校
管
理
運
営
に
関
す

る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
育
英
生
選
考
基
準
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

以
上
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

農
業
委
員
会

１
月
25
日
（
金
）

■
農
業
委
員
会
第
23
期

　
　
　
　
　
第
35
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
４
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
15
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

　
（
利
用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理

権
）申
出
審
査
に
つ
い
て
・
・
６
件

・
平
成
31
年
度　

聖
籠
町
農
作
業
別

標
準
料
金
表
に
つ
い
て

　

以
上
６
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▲実際のドローンを前に協定書を交わす、
　損保ジャパン日本興亜（株）の松本康宏
　新潟支店長（左）と西脇町長

お問い合わせ　聖籠町選挙管理委員会　☎２７－２１１１（内線２２２）
　役場町民課　町民サービス係（内線１１２）
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3 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O RM A T I O N

《相談事業》
ところ　役場２階　第１会議室
◆行政相談
　12日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線228）
ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　20日（水）午後1時～4時
◆無料弁護士相談
　28日（木）午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27‐6767

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳児親子歯科健診
　４日（月）午後１時15分～
○２歳６か月児歯科健診
　11日（月）午後１時15分～
○３歳児健診
　14日（木）午後１時～
○乳児健診
　22日（金）午後１時～
◆学級
○育児学級
　12日（火）午後１時15分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27‐6511

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

3
月

4
日 

中
学
校
卒
業
式

5
日
〜  

３
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

22
日 

こ
ど
も
園
修
了
式

25
日 

小
学
校
卒
業
式

29
日 

下
越
土
地
開
発
公
社
理
事
会

 

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議

会

 

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
議
会

 

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事

務
組
合
議
会

　固定資産（土地・家屋）をお持ちの方へ毎年４月に「課税明細書」と「納
税通知書」を別々でお送りしていましたが、平成 31 年度分から「課税明
細書」を「納税通知書」に同封してお送りいたします。（４月中旬以降の
予定）ご理解のほどよろしくお願いします。

役場税務財政課　（内線１４５）

固定資産税「課税明細書」
の送付方法が変わります

　聖籠町観音の湯「ざぶーん

館」では、昨年 12 月 19 日以

降、入浴営業を中止していま

したが、洗浄および消毒作業

の完了と中止期間中に発生

したボイラーなどの設備の

不具合への対応も済んだこ

とから、２月１日（金）から

新源泉井戸による温泉での営業を再開しています。

　長期にわたり温泉が利用できず、利用者ならびに町民の皆さんには、

ご不便、ご迷惑をおかけし、大変申し訳ありませんでした。

　新源泉井戸による新たなざぶーんをご愛顧くださるようお願い申し上

げます。

保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎２７－６５１１

　（株）聖籠の杜　　　　　　　　　　　☎２７－１１２６

ざぶーん館の入浴営業再開
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1 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

　葵
あおい

 ちゃん （金子　晃大） 杉谷内

璃
り こ

子 ちゃん （下條　　駿） 正　庵

夢
ゆ め

芽 ちゃん （坂井　祐貴） 亀　塚

昊
そ ら

輝 ちゃん （皆川　　藍） 甚兵衛橋

匠
たく

海
み

 ちゃん （津沢　直弥） 次第浜

結
ゆ に

夢 ちゃん （高崎　史弥） 亀　塚

大
ひろ

翔
と

 ちゃん （戸田　　健） 苔　沼

晴
せ な

七 ちゃん （武田　　悠） 二本松

柚
ゆ ま

真 ちゃん （長谷川一光） 杉谷内

百
も も か

々花 ちゃん （榎本　大輝） 山大夫

悠
ゆう

吾
ご

 ちゃん （渡辺美紀也） 次第浜

ちはな ちゃん （佐藤　勇太） ひばりが丘

 氏　名 年齢 行政区

渋　谷　徳
とく

　次
じ

 さん （79 歳） 山諏訪山

遠　藤　徳
とく

太
た

郎
ろう

 さん （92 歳） 本大夫

坂　上　サ　チ さん （91 歳） 二本松

前　田　静
しず

　夫
お

 さん （82 歳） 藤　寄

曽　根　ト　ク さん （91 歳） 蓮　潟

小　林　ミツ子
こ

 さん （79 歳） 亀　塚

中　山　カツミ さん （89 歳） 亀　塚

高　崎　　　清
きよし

 さん （73 歳） 亀　塚

高　橋　　　悟
さとる

 さん （73 歳） 次第浜

山　内　勝
かつ

　利
とし

 さん （77 歳） 次第浜

長谷川　サナエ さん （61 歳） 亀　塚

星　野　　　進
すすむ

 さん （64 歳） 正　庵

　本町の大字蓮潟地内において、新潟都市計画地区計画の決定（聖
籠町決定）案を作成するにあたって、あらかじめ以下により計画
素案を縦覧し関係者の皆さんのご意見を求めます。

１　都市計画の種類　地区計画（市街化調整区域内）
２　名　　　　　称　蓮潟長峰山地区 地区計画
３　位置および区域　大字蓮潟地内（下図のとおり）
４　計 画 の 内 容　工業用地開発
５　縦　覧　期　間　３月 13 日（水）～ 27 日（水）
６　縦　覧　場　所　役場ふるさと整備課　
７　意見の提出期限　４月３日（水）
８　意見を提出することができる方　（意見書の用紙は縦覧場所に備えてあります。）

計画区域にある土地の所有者のほか、以下の利害関係者と
なります。

地上権もしくは賃借権または登記した先取特権、質権
もしくは抵当権を有する方およびその土地もしくはこ
れらの権利に関する仮登記、その土地もしくはこれら
の権利に関する差押えの登記またはその土地に関する
買戻しの特約の登記の登記名義人

役場ふるさと整備課　都市計画係　（内線２３３）

都市計画素案（地区計画）のご意見を求めます

　新潟都市計画地区計画（聖籠町決定）
　蓮潟長峰山地区�地区計画

入 札 結 果 　　入札日　1月10日～18日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日
入札
方法

1 真野島の内線外 2 路線消雪
井戸設置工事 聖籠町大字真野地内 12,312,000 ㈱カトウ工業 平成31年

3月25日
指名競争

入札

2 町民会館プロムナード照明
修繕 聖籠町町民会館 1,620,000 ㈲市川電業 平成31年

3月19日
指名競争

入札

計画図
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１　
サ
ー
ク
ル
道み

ち

美び

新し
ん

①
道
賀
新
田
集
落

内
、
周
辺
道
路
な

ど
／
②
散
乱
ご
み

の
拾
い
集
め
、
草

花
な
ど
の
植
栽
・

管
理
／
③
集
中
作

業
や
当
番
制
を
設

け
ず
自
主
性
を
尊

重
し
て
お
り
、
会
員
に
は
無
理
な
く

活
動
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
道
美
新
は
集
落
を
訪
れ
る

人
、
通
過
す
る
人
を
花
で
歓
迎
し
ま

す
。

２　
桃
山
集
落①

桃
山
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
／
②
草
花
な
ど
の
植

栽
・
管
理
／
③
集
落
の

大
勢
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
和
や
か
な
雰
囲

気
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
集
落
の
中
心
に
有
り
、
通
勤

通
学
な
ど
で
大
変
交
通
量
も
多
く
、
ま
た

近
く
に
は
資
源
ゴ
ミ
な
ど
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
も
有
り
、
毎
日
の
よ
う
に
人
も
集
ま
る

所
で
す
。
そ
の
度
に
、
き
れ
い
に
咲
い
た

花
を
見
て
気
持
ち
が
安
ら
い
で
貰
え
た
ら

幸
い
に
思
い
ま
す
。

３　
ぐ
り
～
ん
☆
ス
タ
ー

①
町
学
校
共
同
調

理
場
脇
の
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
／
②
散

乱
ご
み
の
拾
い
集

め
、
草
花
な
ど
の

植
栽
・
管
理
／

③
マ
マ
友
7
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
ペ
ー

ス
で
頑
張
っ
て
き
た
た
め
6
年
間
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
に
声

を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
が
、
活
動
の
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

４　
外
畑
フ
ラ
ワ
ー
会

①
外
畑
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
内
／
②
草

花
な
ど
の
植
栽
・
管
理
／
③
「
さ
わ

や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の

活
動
を
知
り
、

草
が
生
え
放

題
だ
っ
た
場

所
に
、
花
好

き
が
集
ま
り

花
壇
を
作
り

ま
し
た
。
今

で
は
「
憩
の

広
場
」
に
な

り
ま
し
た
。

５　
聖
籠
町
建
設
業
協
会

①
役
場
前
歩

道
／
②
草
花

な
ど
の
植
栽
・

管
理
／
③
建

設
業
協
会
は
、

公
共
の
福
祉

に
貢
献
す
る

こ
と
も
積
極

的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
内
の
美
化
の
活
動
に

参
加
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

６　
㈱
岩
測
設
計

①
三
賀
・
追
分
交
差
点
周
辺
／
②
散

乱
ご
み
の
拾
い
集
め
、
草
花
な
ど
の

植
栽
・
管
理
／
③
地
域
貢
献
の
一
環

と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

花
や
緑
の
木

を
見
る
と
和

ん
で
い
た
だ

け
る
と
思
い

ま
す
。

活動団体一覧（平成31年2月1日現在）
№ 団体名 活動開始
1 サークル道

みち

美
び

新
しん 平成25年5月

2 桃山集落 　�〃　　5月
3 ぐり～ん☆スター 　�〃　　5月
4 外畑フラワー会 　�〃　　6月
5 聖籠町建設業協会 　�〃　　6月
6 ㈱岩測設計 　�〃　　6月
7 汐美台自治会 　�〃　　6月
8 亀塚花と緑の会 　�〃　　7月
9 曽根建㈱ 　�〃　　7月
10 介護老人保健施設　汐彩の郷 　�〃　　9月
11 図書館ネット i せいろう 平成26年4月
12 ㈲イマイトランスポート 　�〃　　6月
13 ㈲高橋建材 平成27年3月
14 ㈲ヒグチ不動産 　�〃　　4月
15 東高建機作業㈱ 　�〃　　5月
16 愛花の会 　�〃　　6月
17 丸潟花クラブ 　�〃　　7月
18 蓮潟自治会 平成28年4月
19 聖籠第一設備 　�〃　　4月
20 聖籠まごころの里 　�〃　　5月
21 ㈱イシイコーポレーション 　�〃　　5月
22 山三賀有志の会 平成29年5月
23 NPO海レクサポートせいろう 　�〃　　5月
24 東北電力㈱東新潟火力発電所 　�〃　�11月

わ
れ
ら
環
境
美
化
隊
！

さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
聖
籠
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
事
業
」。

　

地
域
と
町
と
が
協
力
し
あ
い
、「
身
近
な
地
域
の
環
境
美
化
は
自

分
た
ち
で
行
う
」
こ
と
を
目
指
し
た
こ
の
活
動
に
、
多
く
の
団
体
か

ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
各
団
体
の
取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

随時、道路・公園などの環境美化に取り組む団体を募集しています！

　

町
民
と
町
が
協
働
で
進

め
る
環
境
美
化
へ
の
取
り

組
み
で
す
。

　

道
路
、
公
園
・
緑
地
な

ど
公
共
施
設
の
環
境
美
化

（
草
花
の
植
栽
・
管
理
、

散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草

な
ど
）
に
団
体
（
グ
ル
ー

プ
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

町
が
そ
の
活
動
を
支
援
・

Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
す
。

【
支
援
・
Ｐ
Ｒ
の
例
】

・
種
苗
、
ご
み
袋
、
肥

料
な
ど
の
提
供

・
じ
ょ
う
ろ
、
草
刈
り

機
な
ど
の
貸
与

・
傷
害
補
償
保
険
の
適

用
・
看
板
の
設
置
（
適
当

な
設
置
場
所
が
あ
る

場
合
）

・
広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
紹
介

聖
籠
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業

団
体
紹
介
の

　
　

��

見
か
た

番
号　
団
体
名

①
活
動
場
所

②
主
な
内
容

③
自
己
Ｐ
Ｒ
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７　
汐
美
台
自
治
会①

汐
美
台
公

園
前
緑
地
、

集
落
内
歩
道

の
街
路
樹
／

②
除
草
、
草

花
な
ど
の
植

栽
・
管
理
／

③
活
動
は
ま

だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
で
す
が
、

集
落
が
華
や
か
に
な
る
よ
う
、
少
し

ず
つ
で
す
が
緑
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

８　
亀
塚
花
と
緑
の
会

①
亀
塚
集
落
内
、
幹
線
町
道
歩
道
の

街
路
樹
／
②
草
花
な
ど
の
植
栽
・
管

理
／
③
亀
塚
集
落
は
、
都
市
計
画
に

よ
り
整
備
さ
れ
、
生
活
環
境
に
恵
ま

れ
、
花
や
緑
を
ど
ん
ど
ん
増
や
せ
る

良
い
環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、

集
落
の
有
志
の
協

力
を
も
っ
て
街
路

樹（
イ
チ
ョ
ウ
）黄

金
の
色
彩
と
花
の

植
栽
か
ら
環
境
美

化
運
動
の
集
落
に

し
た
い
と
思
い
ま

す
。

９　
曽
根
建
㈱

①
集
落
内
歩

道
の
街
路
樹

／
②
散
乱
ご

み
の
拾
い
集

め
／
③
当
社

は
蓮
潟
集
落

内
に
あ
り
、

地
域
環
境
美

化
活
動
と
し

て
十
数
年
来
、

毎
月
道
路
清

掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
が

始
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
、
活
動
団
体

と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。

10　
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
汐
彩
の
郷

①
施
設
周
辺
の
道
路
と
敷
地
の
外
周

／
②
草
花
な
ど
の
植
栽
・
管
理
、
松

葉
拾
い
、
ご
み
拾
い
／
③
事
業
を
通

じ
て
、花
や
植
物
が
増
え
る
こ
と
で
、

ご
利
用
者
、

地
域
の
方
々

の
笑
顔
が
増

え
、
明
る
い

町
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る

よ
う
に
活
動

を
続
け
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

11　
聖
籠
町
立
図
書
館
内

　
図
書
館
ネ
ッ
ト
ｉ
せ
い
ろ
う

①
図
書
館
前
歩
道
と

敷
地
内
の
花
壇
／
②

散
乱
ご
み
の
収
集
・

廃
棄
、
草
花
な
ど
の

植
栽
・
管
理
／
③
活

動
当
初
に
比
べ
花
壇

の
面
積
も
増
え
、
町

か
ら
支
給
さ
れ
た
苗

だ
け
で
な
く
、
会
員
で
種
や
苗
を
持
ち
寄

っ
て
手
間
の
か
か
ら
な
い
宿
根
草
中
心
と

し
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
花
壇
づ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。
図
書
館
に
訪
れ
る
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
和
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

12 

㈲
イ
マ
イ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

①
国
道
１
１
３
号
線
の
歩
道
／
②
除

草
、
草
花
な
ど
の
植
栽
・
管
理
／
③

登
下
校
で
多
く
の
子
ど
も
達
の
通
る

こ
の
場
所
に
、
き
れ
い
な
花
を
植
え
、

管
理
す
る
こ
と
で
町
の
環
境
美
化
を

め
ざ
し
、
私
た
ち
の
手
で
で
き
る
こ

と
は
少
し
で
も
・・

と
い
う
思
い
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
見
て
喜

ん
で
く
れ
る
の
が

一
番
う
れ
し
い
で

す
。

13　
㈲
高
橋
建
材

①
山
辺
川
線
次
第
浜
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
／
②
散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
、

草
花
な
ど
の
植
栽
・
管
理
／
③
「
一

時
の
安
ら
ぎ

の
場
」
地
域

の
環
境
美
化

の
た
め
取
り

組
み
ま
し
た
。

14　
㈲
ヒ
グ
チ
不
動
産①藤

寄
交
差

点
周
辺
／
②

散
乱
ご
み
の

収
集
、除
草
、

草
花
な
ど
の

植
栽
・
管
理

／
③
花
の
植

栽
後
、
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て

が
減
り
ま
し

た
。
楽
し
み
な
が
ら
清
掃
活
動
を
は

じ
め
、
美
し
い
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

15　
東
高
建
機
作
業
㈱

①
山
辺
川
線
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

カ
レ
ッ
ジ
交
差
点
周
辺
／
②
散
乱
ご

み
の
収
集
、除
草
、草
花
な
ど
の
植
栽
・

管
理
／
③
以
前
か
ら
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
活
動
に

声
を
掛
け
て
い
た

だ
い
て
出
来
る
こ

と
か
ら
始
め
て
い

ま
す
。｢

私
た
ち

の
活
動
が
少
し
で

も
環
境
美
化
に
繋

が
れ
ば
！｣

そ
ん

な
想
い
で
事
業
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

16　
愛
花
の
会

①
亀
代
郵
便
局
前

植
栽
帯
／
②
除
草

草
花
な
ど
の
植
栽
・

管
理
／
③
花
を
植

え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、水
の
大
切
さ
・

成
長
を
感
じ
そ
れ

が
癒
し
と
な
り
心

の
ビ
タ
ミ
ン
剤
と
な
り
、
と
て
も
良

い
相
乗
効
果
で
日
々
、
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
通
学
路
で
も
あ
る
た
め
男
の

子
た
ち
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
も
良
い
で
す
。

17　
丸
潟
花
ク
ラ
ブ

①
丸
潟
集
落
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
こ
ど
も
園
バ
ス
停
付
近
／
②
散

乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
、
草
花
な
ど

の
植
栽
・
管
理
／
③
こ
れ
か
ら
も
っ

と
き
れ
い
な
花
園
に
し
、
皆
さ
ん
の

立
ち
寄
る
場
に
し

て
い
き
ま
す
。
常

に
集
ま
る
と
き
は

日
曜
日
な
の
で
、

年
齢
問
わ
ず
も
っ

と
参
加
者
を
増
や

し
て
い
き
た
い
で

す
。

18　
蓮
潟
自
治
会

①
蓮
潟
第
２
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
／
②

除
草
、
草
花
な
ど
の
植
栽
・
管
理
／

③
仲
間
同
士
で
楽
し
く
作
業
を
し
て

い
ま
す
。

き
っ
と

和
ん
で

い
た
だ

け
る
と

思
い
ま

す
。

19  

㈱
聖
籠
第
一
設
備

①
網
代
浜
国
道
県
道
交
差
点
周
辺
／

②
散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
、
草
花

な
ど
の
植
栽
・
管
理
／
③
平
成
28
年

4
月
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
国
道

と
県
道
が
交
わ
っ
て
い
る
場
所
の
清

掃
活
動
と
花
の
植
栽
を
行
い
ま
す
。

多
く
の
人
や
車
が
通
る
道
で
す
の
で

気
持
ち
よ
く
通
れ

る
よ
う
、
聖
籠
町

が
緑
の
豊
か
な
町

だ
と
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
と
の

思
い
で
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

20　
聖
籠
ま
ご
こ
ろ
の
里

①
施
設
周
辺
歩
道
／
②
散
乱
ご
み
の

収
集
、
除
草
、
草
花
な
ど
の
植
栽
・

管
理
／
③
平
成
26
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
介
護
施
設
で
す
。
歳
を
と
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮

ら
す
た
め
に
、
地
域
の
活
動
に
参
加

し
ま
し
た
。
花
を

植
え
た
ら
道
路
も

気
持
ち
も
明
る
く

な
り
、
ま
す
ま
す

元
気
に
頑
張
れ
そ

う
で
す
。

21　
㈱
イ
シ
イ

　
　
　
　
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

①
事
業
所
に
面
し

て
い
る
周
辺
道
路

お
よ
び
花
壇
／
②

散
乱
ご
み
の
収
集
、

除
草
、
草
花
な
ど

の
植
栽
・
管
理
／

③
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
、
積
極

的
に
取
り
組
み
、

地
域
の
環
境
美
化
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
安

ら
い
で
頂
け
る
よ
う
に
、
花
や
緑
で

い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
き
ま
す
。

22　
山
三
賀
有
志
の
会

①
山
三
賀
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
／
②
散

乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
、
草
花
な
ど

の
植
栽
・
管
理
／
③
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
が
一
つ

に
な
っ
て
活

動
し
て
い
ま

す
。
通
勤
通

学
さ
れ
る
方

の
癒
し
に
な

っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

23　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
レ
ク

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
せ
い
ろ
う

①
事
業
所
内
駐
車

場
（
町
有
地
）
、

事
業
所
に
面
し
て

い
る
周
辺
道
路
お

よ
び
花
壇
／
②
散

乱
ご
み
の
収
集
、

除
草
、
草
花
な
ど

の
植
栽
・
管
理
／

③
施
設
を
訪
れ
た
皆
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
花
壇
の
手
入
れ

と
道
路
の
ご
み
拾
い
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

24　
東
北
電
力
㈱

　
　
　
　
東
新
潟
火
力
発
電
所

①
臨
海
西
公
園
、
位
守
山
史
跡
公
園

お
よ
び
弁
天
潟
風
致
公
園
な
ら
び
に

各
公
園
周
辺
の
町
道
／
②
散
乱
ご
み

の
収
集
、
除
草
／
③
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ス
ロ
ー
ガ
ン「
よ
り
、そ
う
、ち
か
ら
。」

の
も
と
、
地
域
に
寄

り
添
う
発
電
所
を
目

指
し
、
不
定
期
で
は

あ
り
ま
す
が
聖
籠
町

管
理
の
公
園
や
町
道

の
ご
み
拾
い
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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　町では、将来を担う人材育成を目的として、大学から専修学校までの幅広い学生を対象に予算の範囲内で育英
資金の貸与制度を設けています。
　平成 31 年度貸与開始分から、経済的な理由により修学が困難な方をより適正に選考できるよう、家計基準（申
請者の保護者などの収入・所得に関する基準）を変更しました。ご希望の方は申込期間内にお申し込みください。
※ 平成 30 年度以前に大学などに入学した方もお申し込みいただけます。

家計基準により算出される「認定所得金額」が、「所得基準額」以下となる方が貸与の対象となります。
この基準のほか、「貸与を受けることができる方」の条件を満たす方の中から、予算の範囲内で採用します。

育英資金貸与制度の家計基準を変更しました

■４人世帯の場合の計算例　　　　
本人 国立大学、自宅通学、授業料年額 50万円
父 給与所得者、収入金額 600万円
母 給与所得者、収入金額 400万円
弟 公立高校、自宅通学

○所得基準額（４人）＝ 355万円
○所得金額
・父の所得金額　600 万円 ×0.7 － 223 万円＝ 197 万円
・母の所得金額　400 万円 ×0.8 － 263 万円＝ 57 万円
・所得金額合計　197 万円＋ 57 万円＝ 254 万円

■貸与の額
①貸与月額　自宅からの通学…４万円以内、自宅外からの通学…６万円以内
②一時金（入学年度に限る）　大学…50 万円以内、短期大学・高等専門学校・専修学校…30 万円以内

■返還方法　貸与期間終了後１年間の猶予期間を置き、最長 10 年以内に返還していただきます。

※ 利子は付きません。

■貸与を受けることができる方（次の事項すべてに当てはまる方）

①聖籠町に２年以上住所のある方の子弟、②大学・短期大学、高等専門学校、専修学校の専門課程の入学生または
在学生、③学校長などの推薦を受けられる方、④経済的理由により修学が困難な方（父および母または後見人の収入・
所得が、上記の家計基準以下である方）、⑤聖籠町育英資金の貸与を一度も受けていない方、⑥（独）日本学生支援
機構・地方公共団体などのほかの奨学金を受けていない方

■申込手続
１　申込期間　３月 15 日（金）まで
２　申 込 先　子ども教育課（役場３階）
３　提出書類  ①育英生願書、②推薦調書（学校長などの推薦が必要です）、③世帯全員分の住民票謄本、

④父および母または後見人の収入などに関する書類

給与所得者　平成 30 年分の源泉徴収票の写し
事　業　者　平成 30 年分の確定申告書の写し
年金受給者　年金の源泉徴収票、支払通知書などの写し
※ 兼業農家などで給与収入と事業収入がある場合は、源泉徴収票および確定申告書の写しを提出してください。

※ 上記のほか、家計状況により別途添付書類をご提出いただく場合があります。
※ ①育英生願書、②推薦調書の様式は子ども教育課または町ホームページで取得できます。
※ 願書の提出にあたり、連帯保証人が２人必要です。うち１人は父または母、もう１人は別世帯の成人の方となります。

○特別控除額
・就学者分控除（弟：公立高校、自宅通学）　28 万円
・本人分控除（国立大学、自宅通学、授業料年額 50 万円）

　28 万円＋ 50 万円＝ 78 万円
・特別控除額合計　28 万円＋ 78 万円＝ 106 万円
○認定所得金額
　所得金額（254 万円）－特別控除額（106 万円）
� ＝認定所得金額（148万円）
以上により、認定所得金額（148 万円）が所得基準額（355
万円）以下となるので、貸与の対象となります。
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育�英�資�金�家�計�基�準
１　所得基準額　　　　
　所得基準額は、次の「所得基準額表」の世帯人員（申込者本人を含む同一生計を営む者の人数）に
対応する額です。

４　特別控除額　特別控除額は、次の特別控除額表の事由に対応する控除額を合計した額です。

２　認定所得金額　　　　
　認定所得金額は、下記３の所得金額（父母などの所得金額の合計）から下記４の特別控除額を控除
した金額です。

３　所得金額　　　　
　所得金額は、父母などの所得の
種類により、次の①および②によ
り算定した額を合計した額です。

（父母それぞれ算定し、１万円未満
は切り捨てる。）

世帯人員 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人
所得基準額 ２８２万円 ３２８万円 ３５５万円 ３８２万円 ４０２万円 ４２２万円 ４４２万円

※ ９人以降は１人につき 20 万円を加算

事　　　由 特別控除額

就学者分控除
（本人を除く就学者

１人につき）

小学校 ８万円
中学校 16 万円

自宅通学 自宅外通学

高等学校
国公立 28 万円 47 万円
私　立 41 万円 60 万円

高等専門学校
国公立 36 万円 55 万円
私　立 60 万円 80 万円

大学
国公立 59 万円 102 万円
私　立 101 万円 144 万円

専修学校高等課程
国公立 17 万円 27 万円
私　立 37 万円 46 万円

専修学校専門課程
国公立 22 万円 62 万円
私　立 72 万円 112 万円

本人分控除

高等専門学校
国公立 28 万円 47 万円
私　立 41 万円 60 万円

大学
国公立 28 万円＋授業料 72 万円＋授業料
私　立 44 万円＋授業料 87 万円＋授業料

専修学校専門課程
国公立 20 万円＋授業料 60 万円＋授業料
私　立 37 万円＋授業料 76 万円＋授業料

母子・父子世帯 49 万円
障がい者 １人につき 86 万円

長期療養者 療養のため経常的に特別に支出した年間金額

家計支持者の別居 別居のため特別に支出する家賃・光熱水費な
どの年間金額（71 万円を上限とする）

火災・風水害等による被害 収入減または支出増となった年間金額
※ 長期療養者、家計支持者の別居、火災・風水害などによる被害に係る特別控除額については、それぞれ１万円未満を切り上げる。
※ 本人分控除欄の「授業料」とは、貸与開始時において在学している学校の授業料年額（入学金、施設整備費、実習費などを除く。）である。

①給与所得の場合【所得金額＝以下の表により算定される額】
収入金額 所得金額

330 万円未満 0 円
330 万円以上　401 万円未満 収入金額 ×0.8　－　263 万円
401 万円以上　879 万円未満 収入金額 ×0.7　－　223 万円
879 万円以上 収入金額　－　486 万円

②給与所得以外の所得の場合【所得金額＝収入金額から必要経費を差し引いた額】

お申し込み・お問い合わせ　子ども教育課　学校支援係（内線３０５）
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ごみは決められた場所へ
～生活環境課からのお知らせ～

■生ごみ分別事業の廃止について　　

●広報せいろう２月一般号でもご案内しましたが、生ごみの分別事業は３月 31 日（日）で廃止となります。
　これにより、生ごみの分別回収は３月 22日（金）を最終回収日とさせていただきます。
　配布済み「ごみカレンダー」の記載と変わりますのでご理解ください。
●生ごみ専用袋について、一旦お買い求めいただいた袋については町で買い戻しが出来ませんので、購入の

際は買いだめすることのないようお願いします。
●生ごみの廃棄は、３月 25日（月）からは一般可燃ごみと一緒に廃棄してください。
●生ごみたい肥について、現在ＪＡ聖籠支店と聖籠地場物産館で販売していますが、３月 31 日（日）で販

売終了となります。
　生ごみたい肥をご利用の場合は、３月 31 日（日）までにお買い求めください。なお、在庫数量に限りが

ありますので、お早目にお買い求めください。

■不燃物ごみについて　　　
　不燃物ごみについては、毎週１回収集をしていますが４月１日からは不燃粗大ごみとともに月１回の収
集とさせていただきます。
　「ごみカレンダー」を参照のうえ、正しいごみ出しにご理解とご協力をお願いします。

■資源ごみについて　　　
町では、ごみの資源化および減量化のため、様々な種類による分別徹底をお願いしているところです。
皆さんのご理解とご協力により、平成 29 年度は以下のとおり売却金による収入を得ることができました。
　古紙、牛乳パック・・・・・・・２８１万６９２０円
　空缶（アルミ、スチール）・・・・１２１万３４２４円
　合計４０３万３４４円の収入。

　このように、皆さんのご協力による資源ごみの分別徹底の取り組みが、町の財源 ( 予算 ) に貢献してい
ます。
　資源ごみについては、これまでどおり町のごみ出しルールを参照のうえ決められた場所への排出につい
て、引き続きご理解とご協力をお願いします。

■その他　　　　
●一般可燃ごみ用町指定袋の無償配布は、これまでと同じ枚数での配布となりますのでご理解をお願いし

ます。
　配布時期は、これまで同様３月と９月の２回に分けて集落区長を通じて各世帯に配布させていただきます。
●平成 31 年度分の「ごみカレンダー」および「ごみの出し方辞典」については、３月中旬ころまでに集

落区長へ配布させていただきます。
　区長から各世帯に配布されましたら、それぞれ参照のうえ正しいごみの排出についてご理解とご協力を

お願いします。

生ごみの分別・たい肥化事業は、３月 31 日（日）で廃止します
生ごみの分別回収は、３月 22 日（金）で廃止します

お問い合わせ　役場生活環境課　環境推進係（内線２８１）
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広
報
広
聴
係（
内
線
２
２
２
）

町
政
ポ
ス
ト

Ｑ
＆
Ａ

　　　　～ 聖籠中学校は、地域と共に創る学校です ～
◆と　き　　3 月 16 日（土）
◆ところ　　聖籠中学校　体育館
◆内　容　　【オープンスクール】

午前 8 時 45 分～ 11 時 35 分（ご自由に授業を参観ください。）
【聖籠中学校の未来を語る会】会場：聖籠中学校体育館

第１部　講演会　　　　　　　　　　　　　午後 1 時～ 2 時 30 分
　　　　講師：古田 セツ子  様
　　　　　　　　笑いヨガリーダー・認知症介護団体「春」代表・元蓮野小学校教頭
　　　　演題：「未来をつくる笑いの力」( 仮 )
第２部　学校運営協議会の活動について　　午後 2 時 40 分～３時 20 分
　　　　聖籠中学校 吹奏楽部の演奏
◇申し込みは必要ありません。皆さん ふるってご来場ください。
　動きやすい服装でお越しください。

主催：聖籠中学校学校運営協議会／聖籠中学校　共催：聖籠中学校ＰＴＡ
聖籠中学校　☎ 27－7080

聖籠中学校オープンスクール／『聖籠中学校の未来を語る会』
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男女共同参画通信
vol.10

リプロダクティブ・ヘルス
/ ライツって？

～性と生殖に関する健康と権利～

　１９９４年にカイロで開かれ

た国際人口・開発会議において

提唱された「リプロダクティブ・

ヘルス / ライツ」の概念は、いつ、

何人子どもを産むか産まないか

を選ぶ自由、安全で満足のいく

性生活を営むことができること、

安全な妊娠・出産、子どもが健

康に生まれ育つことなどを、男

女の権利として表したものです。

　この権利の獲得は、安心して

産める社会・産みたい社会を作

ることに繋がります。

　リプロダクティブ・ヘルス /

ライツは、不妊、代理出産、性

感染症、HIV/ エイズ、性暴力、

中絶などの生殖に関することだ

けでなく、思春期から更年期に

おける健康上の問題など、生涯

を通じた性と生殖に関する課題

が幅広く議論されています。

　町では、このリプロダクティ

ブ・ヘルス / ライツの考え方も

踏まえながら、心も体も健やか

に暮らせるための支援や、誰も

が安心して暮らせるためのサー

ビスの充実に取り組みます。

役場総務課　総合政策係
　（内線２２４）

平
成
31
年
度
自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】３
月
１
日
～
５
月
１
日

○
一
般
・
幹
部
候
補
生

【
資
格
】

大
卒
程
度
試
験

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒

（
見
込
含
）、
修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
含
）
は
28
歳
未
満
の
者

院
卒
者
試
験

　

修
士
課
程
修
了
者
等（
見
込
含
）

で
、
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

【
試
験
期
日
】

１
次　

５
月
11
・
12
日

２
次　

６
月
11
～
14
日

３
次

　

海　

７
月
８
～
12
日

　

空　

７
月
13
日
～
８
月
１
日

○
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

【
資
格
】

　

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20
歳

以
上
30
歳
未
満
の
者
（
薬
剤
科
は

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者
）

【
試
験
期
日
】

１
次　

５
月
11
日

２
次　

６
月
11
～
14
日

　

平
成
31
年
度
の
採
用
予
定
数
に
つ

き
ま
し
て
は
、
決
定
次
第
、
自
衛
官

募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

自
衛
隊
新
発
田
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
５
４
‐
２
６
‐
５
６
１
９

適
職
を
探
そ
う
！

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、
不
得
意

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種
選
択
に

お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、
職
業
適
性

の
検
査
を
行
い
ま
す
。
筆
記
検
査
に

よ
り
７
種
の
能
力
の
測
定
を
行
い
ま

す
。
後
日
、
個
別
に
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

15
～
39
歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方

　
（
要
申
込
） 

定
員
10
名

３
月
14
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
４
時

聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

　

適
性
検
査
以
外
に
も
15
～
39
歳
で

就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
就

職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

・

下
越
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
２
８
‐
８
７
３
５

電
話
受
付
時
間　

平
日
午
前
10
時

～
午
後
５
時
ま
で
（
第
２
金
曜
日

は
休
館
日
）

聖
籠
健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

新
潟
聖
籠
病
院
で
は
「
第
10
回
聖

籠
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
同
時
開

催
し
ま
す
。

３
月
９
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時

　
（
受
付
開
始
９
時
30
分
）

　

※
相
談
コ
ー
ナ
ー
は

　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

新
潟
聖
籠
病
院
２
階

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

【
テ
ー
マ
・
内
容
】

・
講
演

「
上
手
な
病
院
の
か
か
り
か
た
」

聖
籠
町
国
保
診
療
所

　

所
長　

西
野　

克
彦　

医
師

・
体
操

「
腰
痛
リ
ハ
体
操
」

新
潟
聖
籠
病
院

　

理
学
療
法
士  

松
川  

学 

さ
ん

【
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

　

栄
養
・
健
康
・
お
薬
・
介
護
の

専
門
職
が
対
応
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

【
参
加
費
】
無
料　

【
申
し
込
み
】
不
要

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
に
は
、
１
階
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
３
０
０
円
オ
フ
券
を
差

し
上
げ
ま
す
。

新
潟
聖
籠
病
院
医
療
相
談
室

☎
０
２
５
‐
２
５
６
‐
１
０
１
３
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み ん な の ひ ろ ば

町
の
宝
で
〜
す

１
月
の
乳
児
健
診
か
ら

廣瀬 七
なな

海
み

 ちゃん

曽根 つむぎ ちゃん

横山 陽
はる

大
き

 ちゃん

大倉 寛
かん

太
た

 ちゃん 伊藤 彌
あまね

 ちゃん

田村 虎
こ あ

空 ちゃん

遠藤 涼
りょう

 ちゃん

飯沼 陽
ひなた

 ちゃん

小山 縁
えにし

 ちゃん

白石 ゆい ちゃん

高橋 來
る か

叶 ちゃん

小野塚 唯
ゆい

 ちゃん

小林 真
ま お

緒 ちゃん

小見 さくら ちゃん

諏訪 菜
な な み

々実 ちゃん

関根 玲
れい

奈
な

 ちゃん

元
気
に
育
っ
て
ね
！

　

こ
の
写
真
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
て
い
る
乳
児
健
診
会
場
で
主
に
４
カ

月
健
診
対
象
乳
児
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

お問い合わせ　子ども教育課（学校給食調理場）　管理栄養士　☎２７－７７３０

祝★新潟開港 150周年
～神戸・長崎・横浜・函館・新潟の味めぐり～

　新潟は平成 31 年１月１日（火・祝）、開港１５０周年を迎えました。昨年から、県内では色々なイベントが開
催され、聖籠町でもマリンフェスタや護衛艦の一般公開などで賑わいましたね。
　開港を記念し、１月 21 日（月）から１月 25 日（金）の学校給食週間では、新潟と同時期に開港した都市、神
戸・長崎・横浜・函館の郷土料理と、新潟県産の食材を使った料理が給食に登場し、はじめての味を堪能しました。

　また、いつも安心安全なおいしい食材を提供してくださっている生産者のみなさんと、こども園、小学校の子
どもたちが給食を一緒に食べる「交流給食会」も行われました。

　交流給食会を通して、生産者の方をはじめ地域の方々に支えられて給食が届けられていることを学び、感謝の
気持ちでいただきました。

交流給食会

★神戸…ぼっかけ（牛肉とこんにゃくの煮込み）・ばち汁（そうめん汁）
★長崎…浦上そぼろ（豚肉の入ったきんぴら）・ちゃんぽん風スープ
★横浜…横浜ポークカレー
★函館…鮭のちゃんちゃん焼き（みそ味の鮭と野菜の焼きもの）
　　　　いも団子汁（じゃがいもで作った団子の汁物）
★新潟…メンチカツ（県産豚）・オータムポエムのサラダ
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「
走
れ
！
ニ
イ
ガ
タ
流
儀
」

　
２
０
１
９
シ
ー
ズ
ン

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
始
動
！

　

１
月
10
日
（
木
）
か
ら
ア
ル
ビ
レ

ッ
ク
ス
新
潟
の
２
０
１
９
シ
ー
ズ
ン

が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
体
制
発
表
会

見
で
の
是
永
大
輔
代
表
取
締
役
社
長

の
挨
拶
で
は
、
今
季
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
走
れ
！
ニ
イ
ガ
タ
流
儀
」
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
新
潟
の
皆
様
と
と

も
に
Ｊ
１
昇
格
を
目
指
し
、
歴
史
に

残
る
最
高
の
シ
ー
ズ
ン
と
す
べ
く
、 

ク
ラ
ブ
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
走
り

ま
す
。

　
「
新
し
い
パ
ワ
ー
を
融
合
さ
せ
て
、

Ｊ
１
昇
格
に
向
け
て
一
体
感
を
持
っ

て
や
っ
て
い
く
」
と
語
っ
た
の
は
片

渕
浩
一
郎
監
督
。
新
潟
の
ス
タ
イ
ル

を
、
応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
展
開
す
る
た
め
に
、

チ
ー
ム
内
で
の
競
争
を
活
性
化
さ
せ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
決
意
を
、

熱
く
力
強
く
表
明
し
ま
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ・ハ
ー
ド
ワ
ー
ク

　

１
月
16
日
（
水
）
か
ら
始
ま
っ
た

恒
例
の
高
知
キ
ャ
ン
プ
。
屈
強
な
フ

ィ
ジ
カ
ル
を
手
に
す
る
た
め
の
集
中

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
ゲ
ー
ム
形
式
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
コ
ン
セ
プ
ト
を
熟

成
さ
せ
る
た
め
の
日
々
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

1
月
20
日
（
日
）、
今
シ
ー
ズ
ン

初
め
て
の
対
外
試
合
。
四
国
学
院
大

学
を
相
手
に
、
こ
れ
ま
で
全
体
で
共

有
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
位

置
づ
け
で
し
た
。「
チ
ー
ム
メ
イ
ト

が
ボ
ー
ル
を
渡
し
て
く
れ
た
」
と
、

攻
撃
で
も
前
方
向
へ
の
ス
プ
リ
ン
ト

を
繰
り
返
し
、
好
機
に
結
び
付
け
て

い
た
レ
オ
ナ
ル
ド
選
手
。
天
性
の
ス

ト
ラ
イ
カ
ー
気
質
を
十
分
に
発
揮
し

て
、
得
点
感
覚
の
鋭
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。

新
潟
出
身
選
手
に
よ
る
ゴ
ー
ル
の
第

一
号
を
突
き
刺
し
た
の
は
、
平
松
宗

し
ゅ
う

選
手
。
そ
れ
も
、
昨
年
は
な
か
な
か

奪
え
な
か
っ
た
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
か
ら

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
ア
ピ
ー

ル
に
な
り
ま
し
た
。

　

期
待
感
に
溢
れ
た
２
０
１
９
シ
ー

ズ
ン
の
ス
タ
ー
ト
。ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
・

ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
を
体
現
し
、
Ｊ
１
昇

格
の
目
標
を
果
た
す
た
め
に
は
、
選

手
た
ち
の
１
０
０
％
の
プ
レ
ー
、
そ

し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
の
後
押
し

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
２
０
１
９

シ
ー
ズ
ン
も
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

に
熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
一
年
へ
！

　

い
よ
い
よ
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

レ
デ
ィ
ー
ス
の
２
０
１
９
シ
ー
ズ
ン

が
始
動
！
１
月
25
日
（
金
）
に
は
新

体
制
発
表
記
者
会
見
が
行
わ
れ
、
山

本
英
明
代
表
取
締
役
社
長
、
奥
山
達

之
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
監
督

を
は
じ
め
、
新
任
の
佐
々
木
友
昭
コ

ー
チ
、
新
加
入
選
手
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

今
年
レ
デ
ィ
ー
ス
は
独
立
事
業
化

し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
２
０
１
２
シ
ー
ズ
ン
以
来
の
指

揮
と
な
る
奥
山
監
督
の
下
、
チ
ー
ム

の
悲
願
で
あ
る
「
タ
イ
ト
ル
獲
得
」

と
と
も
に
、「
選
手
一
人
ひ
と
り
の

成
長
」
も
追
い
求
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
一
年
に
臨
む
決
意
で
す
。

　

今
季
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
選
手

は
、
川
村
優
理
選
手
、
瀧
澤
莉
央
選

手
、
石
淵
萌
実
選
手
、
松
原
志
歩
選

手
、
加
藤
栞
選
手
、
武
田
あ
す
み
選

手
、
白
井
ひ
め
乃
選
手
の
７
名
。 

報
道
陣
を
前
に
、
意
気
込
み
な
ど
を

表
明
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
育
成
組

織
出
身
で
あ
る
瀧
澤
選
手
と
白
井
選

手
も
、「
ド
リ
ブ
ル
と
ス
ル
ー
パ
ス

が
自
分
の
持
ち
味
。
チ
ー
ム
の
タ
イ

ト
ル
獲
得
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」（
瀧
澤
選
手
）、「
縦
へ

の
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
て
、
得
点
に

絡
ん
で
い
き
た
い
」（
白
井
選
手
）

と
力
強
く
コ
メ
ン
ト
。
ル
ー
キ
ー
イ

ヤ
ー
か
ら
、
ピ
ッ
チ
で
活
躍
し
よ
う

と
気
合
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ｅ
ｎ
ｊ

ｏ
ｙ 

ｆ
ｏ
ｏ
ｔ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
！
」。
決

し
て
平
坦
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
常
に
「
楽
し
む
気
持
ち
」
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
皆
様
と
力
を
合

わ
せ
て
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
笑
顔
を
あ
ふ
れ
る
シ
ー
ズ

ン
を
、
と
も
に
つ
く
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！
開
幕
戦
は
３
月
21
日

（
木
・
祝
）、
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
で
伊
賀
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
く
ノ
一
と
対
戦
し
ま
す
。
最

高
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
へ
。
ぜ
ひ

会
場
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
た

く
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
! !

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!

▲２０１９シーズン新体制発表会見

▲７年ぶりに指揮をとる奥山監督をはじめと
した新体制が発表された。　　　　　　

▲新潟出身選手として期待が
かかる平松宗選手　　　
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３
月
の
試
合
予
定

〈
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
み
掲
載
〉

■
明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ

第
３
節　

３
月
９
日
（
土
）

　

vs
柏
レ
イ
ソ
ル

　

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
５
節　

３
月
23
日
（
土
）

vs
ア
ビ
ス
パ
福
岡

　

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

■
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部

第
１
節 

３
月
21
日
（
木
・
祝
）

vs
伊
賀
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
く
ノ一

　

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
２
節 

３
月
31
日
（
日
）

　

vs
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
レ
オ
ネ
ッ
サ

　

午
後
1
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

　

１
月
30
日
（
水
）、
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
の
是
永
大
輔
代
表
取
締
役

社
長
が
役
場
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。

　

西
脇
町
長
と
の
対
談
で
是
永
社

長
は
、「
現
在
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
に
は
、

年
間
約
16
万
７
０
０
０
人
の
方
が
訪

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
30
万
、
50
万
と

増
や
し
て
い
き
、
国
内
外
か
ら
多
く

の
方
が
聖
籠
を
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

学
科
紹
介
】

　

今
月
は
ま
ず
初
め
に
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
、「
Ｊ

Ｓ
Ｃ
」）
の
学
科
紹
介
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
日
本
で
唯
一
の
サ
ッ
カ

ー
の
専
門
学
校
で
す
、
現
在
９
つ
の

学
科
が
あ
り
、
学
生
達
は
専
門
性
の

高
い
授
業
や
実
習
を
通
し
て
サ
ッ
カ

ー
業
界
で
活
躍
で
き
る
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
専
攻
科

で
は
整
っ
た
環
境
の
中
で
日
々
練
習

に
励
み
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
練
習
に
参

加
す
る
選
手
も
多
く
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
選
手
達
の
フ
ィ
ジ
カ

ル
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
の
に
必
要

不
可
欠
な
の
が
、
ト
レ
ー
ナ
ー
専
攻

科
。
彼
ら
は
、
選
手
が
負
傷
し
た
時

の
応
急
処
置
や
、
肉
体
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
し
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
発
揮
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
試
合
は
選
手
だ
け
で
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
サ
ッ
カ
ー
・

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
以
下
、「
Ｓ

Ｓ
Ｂ
」）
で
は
、
試
合
運
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
座
学
や
実
習
を
通
し
て
学
ん

で
い
ま
す
。
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
は
各
部
署
に
分

か
れ
、
プ
ロ
ク
ラ
ブ
の
試
合
運
営
を

肌
で
感
じ
吸
収
し
て
い
ま
す
。
学
ん

だ
こ
と
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
運
営
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
全
国
の
舞
台
で
な

で
し
こ
リ
ー
ガ
ー
を
目
指
す
女
子
サ

ッ
カ
ー
専
攻
科
、
選
手
の
身
の
回
り

の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
管
理
し
プ
レ
ー

に
専
念
で
き
る
よ
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

し
て
い
く
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
ト
レ
ー

ナ
ー
科
、
指
導
者
養
成
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
や
、
選
手
の

日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
審
判
と

し
て
の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
コ
ー
チ
・
審

判
専
攻
科
、
サ
ッ
カ
ー
の
よ
り
高
度

で
総
合
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
サ

ッ
カ
ー
研
究
科
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｓ
Ｃ
に
は
こ
れ
ら
の
学
科
が
あ

り
ま
す
が
、
学
科
の
枠
を
超
え
全
員

が
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
協
力

し
合
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
か
ひ
と
つ

で
も
学
科
が
欠
け
て
は
試
合
を
行
っ

て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ひ
と

つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

各
専
門
分
野
の
知
識
を
深
め
、
サ
ッ

カ
ー
業
界
に
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ

う
協
働
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
業
界
の
新
し

い
風
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
も
い
ち
早
く

連
携
を
と
り
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ
に
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
が
新
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
⒉

０
２
０
年
の
開
設
を
目
指
し
着
々
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

業
界
へ
の
道
が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
る

こ
と
間
違
い
な
し
！

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

ア
ル
ビ
と
聖
籠

互
い
に
高
み
を
目
指
し
て

【春のスポーツ体験フェスタ 2019】
３月 24日（日）　午後１時～
JAPANサッカーカレッジ

JSC選手お披露目会、
速く走るコツ講座、
子ども対象サッカー、
大人対象フットサル　などなど…
さまざまなイベントを企画してい
ます！！ぜひご来場ください！！

参加
無料

サッカー初心者
も大歓迎！！

JAPAN サッカー
カレッジ
学生運営 LINE@

応募は
こちらから↓↓
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プーさんさん 11歳
まこさん 5歳ゴジータさん 9歳

投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）

住
所
と
名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ

ン
ネ
ー
ム
『
○
○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
）

１
か
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

新
潟
開
港
１
５
０
周
年
記
念
式
典

聖
籠
中
学
校
新
生
徒
会
役
員
が
未
来
に
向
け
て
宣
言

鬼
は
～
外
！
　福
は
～
内
！

　

そ
の
中
で
、
聖
籠
中
学
校
の
皆
さ

ん
は
、
冒
頭
、
新
潟
東
港
が
１
５
０

年
前
に
開
港
し
、
貿
易
港
と
し
て
発

展
、
今
で
は
ク
ル
ー
ズ
船
も
寄
港
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
聖
籠
町
の

み
ん
な
と
一
緒
に
観
光
客
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
ク
ル

ー
ズ
船
で
聖
籠
町
に
来
る
人
を
お
も

て
な
し
し
た
い
」、「
新
潟
東
港
か
ら

ク
ル
ー
ズ
船
に
乗

っ
て
色
々
な
国
を

旅
し
て
、
た
く
さ

ん
の
人
と
出
会
っ

て
み
た
い
」、「
多

く
の
人
と
聖
籠
の

魅
力
を
共
有
し
、

こ
れ
か
ら
の
聖
籠

町
を
一
緒
に
つ
く

り
た
い
」
と
、
こ

れ
か
ら
の
新
潟
東

港
、
聖
籠
町
に
つ

い
て
力
強
く
宣
言

し
ま
し
た
。

　

新
潟
港
が
１
月
１
日
（
火
・
祝
）

に
開
港
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
た
、
新
潟
開
港
１
５
０
周

年
記
念
式
典
が
、
1
月
23
日
（
水
）

に
新
潟
市
内
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
聖
籠
中
学
校
新

生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん
な
ど
が
、
新

潟
港
の
将
来
に
つ
い
て
の
宣
言
を
し

ま
し
た
。

　

1
月
29
日
（
火
）
に
蓮
野
こ
ど
も

園
で
、
２
月
１
日
（
金
）
に
蓮
潟
・

亀
代
の
両
こ
ど
も
園
で
、
節
分
の
豆

ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、「
泣
き
虫
鬼
」「
好

き
嫌
い
鬼
」「
お
こ
り
ん
ぼ
鬼
」
な
ど
、

心
の
中
に
い
る
鬼
を
や
っ
つ
け
る
ぞ

と
気
合
十
分
！

　

鬼
が
登
場
す
る
と
、
泣
き
出
す
子

も
い
ま
し
た
が
、
勇
気
を
出
し
て
豆

を
ま
き
、
鬼
を
追
い
払
い
ま
し
た
。

　

悪
い
鬼
に
負
け
ず
、
今
年
も
一
年

元
気
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

▲聖籠中学校の皆さん（ステージ左側の１人目から４人目）

み ん な の ひ ろ ば

蓮潟こども園

亀代こども園 蓮野こども園
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第
15
回 

新
潟
教
育
ア
ー
ト
展

入
賞
作
品奨励賞  山倉小学校５年

佐藤 采
こ な

奈さん

奨励賞  山倉小学校１年

齋藤 創
そうすけ

介さん

奨励賞  蓮野小学校４年

杣　虎
とらまさ

将さん

奨
励
賞  

蓮
野
小
学
校
３
年

内
藤 

理り

琥く

さ
ん

奨
励
賞  

蓮
野
小
学
校
３
年

齋
藤 

龍り
ゅ
うさ

ん

奨
励
賞  

山
倉
小
学
校
１
年

藤
井 

涼り
ょ
う
が月

さ
ん

奨
励
賞  

蓮
野
小
学
校
５
年

本
間 

翔し
ょ
う
き輝

さ
ん

奨
励
賞  

蓮
野
小
学
校
３
年

杉
沢 

蒼そ

ら天
さ
ん

第
15
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
の
入
賞
作
品
を
ご

紹
介
し
ま
す
。（
優
秀
賞
作
品
は
、
裏
表
紙
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）
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奨励賞  蓮野こども園年中

山田 弦
げん

生
き

さん

奨励賞  山倉小学校１年

宮野 湊
みなと

さん

奨励賞  山倉小学校６年

相良 郁
いく

杜
と

さん

奨励賞  蓮野こども園年長

眞鍋 果
か ほ

穂さん

奨励賞  蓮野こども園年長

加藤 勇
ゆう

雅
が

さん

奨励賞  蓮野こども園年少

渡辺 柚
ゆず

絆
は

さん

奨励賞  蓮野こども園年少

岩渕 渉
しょうま

真さん

奨励賞  蓮野こども園年長

北澤 亮
りょう

さん

奨励賞  蓮野こども園年中

庭野 恵
え な

那さん

奨
励
賞  

山
倉
小
学
校
２
年

渡
辺 

暖だ
ん

さ
ん

奨
励
賞  

山
倉
小
学
校
５
年

池
田 

未み

く來
さ
ん

奨
励
賞  

亀
代
小
学
校
４
年

渡
辺 

洋よ
う

さ
ん
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奨励賞  蓮潟こども園年少

佐藤 千
ち

隼
はや

さん

奨励賞  蓮潟こども園年中

小川 倖
ゆき

叶
と

さん

奨励賞  蓮野こども園年長

小林 凜
り こ

子さん

奨励賞  蓮野こども園年少

山崎 結
ゆう

愛
あ

さん

奨励賞  蓮潟こども園年少

渡辺 風
ふう

冴
が

さん

奨励賞  蓮潟こども園年長

佐久間 海
か い

生さん

奨励賞  蓮潟こども園年長

田 隼
しゅん

さん

奨励賞  蓮潟こども園年長

清水 裕
ゆうじん

仁さん

奨励賞  蓮潟こども園年中

佐藤 那
いつ

樹
き

さん

奨
励
賞  

蓮
潟
こ
ど
も
園
年
少

佐
藤 

ひ
ま
り
さ
ん

奨
励
賞  

蓮
野
こ
ど
も
園
年
少

本
間 

凪な
ぎ

さ
ん

奨
励
賞  

蓮
野
こ
ど
も
園
年
少

志
村 

守し
ゅ

希き

さ
ん
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奨励賞  亀代こども園年少

高松 菜
な お

織さん

奨励賞  亀代こども園年少

鶴巻 絆
はんじゅ

珠さん

奨励賞  亀代こども園年少

吉澤 楓
ふう

人
と

さん

奨励賞  亀代こども園年中

渡辺 さらさん

奨励賞  亀代こども園年長

高松 莉
り お

織さん

奨励賞  亀代こども園年長

高地 煌
きら

さん

奨励賞  亀代こども園年中

小林 龍
りゅうへい

平さん

奨励賞  蓮潟こども園年長

遠藤 樹
いつ

晃
き

さん

奨励賞  亀代こども園年少

高橋 諒
あ さ ひ

大さん

奨励賞  蓮潟こども園年少

齋藤 千
ち

咲
さき

さん
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入 選
　亀代こども園

内山 航
こう

太
た

さん

入 選
　亀代こども園

渡辺 蒼
そ ら

空さん

優 秀 賞  亀代こども園

宮下 姫
ひ な

七さん

第
37
回
全
国
児
童
画

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

　
日
本
児
童
画
振
興
会
な
ど
が
主
催
す
る「
第

37
回
全
国
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
入
賞
し

た
町
の
園
児
３
名
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

奨励賞  亀代こども園年長

高橋 莉
り り

理さん

奨励賞  亀代こども園年少

長谷川 琢
たく

磨
ま

さん

奨励賞  亀代こども園年少

高澤 佑
ゆうしん

心さん

奨励賞  亀代こども園年長

渡辺 真
ま ゆ

夢さん

奨励賞  亀代こども園年少

佐野 岳
が く

玖さん

奨励賞  亀代こども園年少

伊藤 理
り

仁
ひと

さん

奨
励
賞  

亀
代
こ
ど
も
園
年
中

渡
辺 

陽は
る

仁と

さ
ん
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下越美術教育研究会
　下越地方の幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別
支援諸学校において、図画工作・美術教育に関わる教員
で構成される研究会

　下越美術教育研究会主催の「第 15 回新潟教育アート展」
で約２万点を超える応募の中から、平面作品部門で入賞した
町の園児・児童56名の作品をご紹介します。（奨励賞の作品は、
23 ～ 27 ページに掲載しています。）

第15回 新潟教育アート展入賞作品

優秀賞  蓮野こども園年少

渡辺 李
り さ

紗さん

優秀賞  蓮野小学校４年

坂上 月
つき

乃
の

さん

優秀賞  蓮潟こども園年少

平田 冬
と わ

和さん

優秀賞  蓮野こども園年中

駒井 柊
しゅうや

也さん

優
秀
賞  

蓮
野
こ
ど
も
園
年
中

本
間 

健た
け
あ
き晃

さ
ん

優
秀
賞  

亀
代
こ
ど
も
園
年
中

高
橋 

菫
す
み
れ

さ
ん

優
秀
賞  

蓮
潟
こ
ど
も
園
年
少

星
野 

真ま

柳や
な

さ
ん


